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「湘南乃工務店」のブランド名で住宅事業を展開する富士リアルティ
（神奈川県藤沢市）は、同市内に神奈川県産の「丹沢材」を活用した
ツーバイフォー工法による４階建て（高さ12.525m）・延べ床面積
323.64㎡の木造ビルを新築している。SDGsへの取り組みを強化し
ながら、地域の活性化や湘南の海をきれいにすることに貢献したい
と県産材を活用した木造ビル建築の計画を具体化した。

湘南乃工務店 ［神奈川県藤沢市］

工務店事例
木造ビル×地域材活用

　完成は来年１月。10月２日
に開いた構造見学会には工
務店関係者のほか、県や市の
担当者ら30人が参加した。同
社社長の永松秀行さんは「木
材重量の約半分は成長の過
程で吸収したCO2に由来する。
県産木材を構造材に活用す
ることで建物耐用年数の間、
CO2を固定できる。伐採から
乾燥、加工、現場への搬入の
過程でも距離が短いことから
輸送の際のCO2排出削減に
も貢献できる」とし、「県産材
を有効活用して森林の健全
育成を促すことで、土石流な
どの災害も軽減され、それに
より湘南の海洋環境の改善
にもつながる」と力を込める。
　同木造ビルは「湘南 海友

（MIYU）プロジェクト・シティ

スタイル」として、JR藤沢駅
から徒歩10分の場所に新築
するもので、１階にはテナント
として地元企業を誘致し、２
～４階は主には単身者向け
の賃貸住居としながら、一部
は地元の若手起業家に事務
所として安価に貸し出し、地
域の活性化を促す。

地産木造ビル	 	 	
推進本舗が支援

　同社は、今回の木造ビルの
新築にあたり、京都府で注文
住宅を主力としながらホテル
や高齢者福祉施設などの中大
規模の木造施設を手掛けるリ
ヴ（向日市）が全国展開する「地
産木造ビル推進本舗」の支援
を受けた。同本舗は、リヴが自
社のノウハウを提供して加盟

する工務店をサポートする組
織で、富士リアルティは、2019
年の発足時から加盟している。
リヴの社員で同組織の事務局
を務める市川宣広さんが、設
計や構造計算、積算、部材の
手配、施工方法の指導などトー
タルでバックアップしている。
　永松さんは「地域の職人が
地域の木材を使って、地域に
施設を建てることで、域内経
済の循環、活性化にも貢献で
きる」との認識を示す。永松さ
んは「初めて木造ビルに挑戦
し、経済合理性のメリットを
感じる。これまで同規模の施
設を（木造以外で）建てる場
合に８カ月かかっていたが、
今回は約３カ月で完成する。
大工のローテーションをコン
トロールしながら、住宅で培っ

てきた技術も応用することが
できた」と語る。

住宅事業との相乗効果も

　構造見学会に同席した同
本舗の市川さんは「こうした取
り組みは、まさにSDGsのど真
ん中。地域に貢献していること
を広く発信してほしい」と期待
し、「SDGsに取り組み、脱炭素
社会づくりに貢献しながら、木
造のビルを設計・施工できる
という工務店としての技術力
の高さを示すことは、住宅事
業との相乗効果も生む」と話
す。完成後、ビルに不特定多数
の人が出入りすることにより、
自然に宣伝の効果が生まれ、
新たな施設建設の受注につ
ながる可能性も高いという。
　富士リアルティは藤沢市、
茅ケ崎市などを中心に年間
新築20棟ほどの注文住宅を

手掛けているが、これまでは
県産材活用はあまり意識して
こなかった。しかし、地域柄、
社内の複数の幹部がサーフィ
ンを趣味とし、それが高じて
企業として、地元のサーフィ
ンの大会の支援などを通じて
地域活性化への貢献に取り
組んでいたところ、「諸外国や
国内の他県に比べて、湘南の
海があまりにも汚れているこ
とに疑問がわき、湘南の海を
きれいにしたいとの想いが募っ
ていった」という。
　想いを形にしようと、SDGs
への取り組みを強化すること
に決め、神奈川県が民間企業
と連携してSDGsの普及促進
を目指す「かながわSDGsパー
トナー」に登録して活動を展
開。自社のSDGsへの取り組み
の象徴にも位置付けて、木造
ビルの整備計画を具体化した。
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構造見学会を行った建築中の木造ビル

左：神奈川県産「丹沢材」を活用。県の認証シールが各部材に貼られている　
中・右：地域の木材を使い、住宅の技術と職人によってつくられる


